
第苔T章　中央官庁

中央官庁とインターネット

卜 情 報 公 開 法 の 制 定 と 文 書 管 理 ル ー ル の 統 合 が 課 題 １

中央官庁によるインターネット利用の現状基 盤 整 備 と 計 画 の 進 展

凵 本 の 中 火 竹庁 の 情 報 化 は 、 ハ ー ド ウ ェ ア や ネ ット ワ ー ク 基

盤 の 整 備 、 政 府情 報化 の た め の 計 画 策 定 な ど の 点 で は 着 実 に 進

展 し つ つ あ る

中 央 竹 庁 の 本 竹 で は 、1997 年 度 で ほ ぼ 職ill 人 に1 台 の コ ン ピ

ュ ー タが 整 備 さ れ 、98 年 皮 か ら は 地 方 攴 分 川 が 整 備 の 焦 点 と な

･J て い る 、 竹 庁 問 を 結 ぶ 霞 ヶ 関 ｗ ΛＮ に は20 省 庁 が 参 加 し てい

る 、ま た 、rl’相 竹 邸 を 筆 頭 に 人II'!が 率 い るI 府12 宵8 人臣 庁 の 令

て が ウ ェ ブ ペ ー ジ を 設 概 し て 広 報・ 広 聴 活 動 を 行 っ て い る､。

中 火 官 庁 の 情 報化 の 政 策 の 基 本 と な る の は 「 行 政 情 報化 祁 進

堪 本 計|剛 （以 ド 「基 本 計 画 」） で あ る 。 基 本 計11111は19 例 年 に 最

初 に 策 定 さ れ 、1995 年 度 か ら 実 施 に 移 さ れ て き た が 、 そ の 後 の

進 捗 状 況 や 環 境 の 変 化 に 対 応 し て 、1997 年12 月 に 改 定 さ れ た。

9/1年 の 計 画 に は 、「 イ ン タ ー ネ ッ ト 」 の 文字 も 見ら れ ず 、 帖 報

技 術 を 使 っ た 行 政 の 効 率 化 と い う 観 点 が| いy つ た の に 対 し て 、

改 定 計 画 で は 、 イ ン タ ー ネッ ト の 急 速 なilを及 に 代 衣さ れる 礼 会

の 僖 報化 の 進 展 に 行 政 が 追 い つ く た め の 施 策 が は っ き り と 盛 り

込 ま れ た 。 た と え ば 行 政 情 報 をIlj･民 に 伝 達 す るF 段 と し て イン

タ ー ネ ッ ト な どを 積 極 的 に 活 川 す る こ と が|り」記 さ れ 、 ワ ン ス ト

ップ サ ー ビ ス（ｆ 続 き の 申､illjが･ か 所 で で き る よ う に す る こ と ）

の 実 現 や 、 申､illj ・ J111出 な ど の 電r 一化 な ど に よ っ て 巾 民 へ の 負11!

を 軽 減 す る と い っ た サ ー ビ スの 向ll も 収視 さ れ てい る 。　 。

こ れ ら の 目 的 を 達 成 す る た め 、 規 格 な ど の 標 準 化 も 徐 々 に 進

ん で い る　 行 政 情 報の 共ｲj’化 の た め に 、「| ’|､I::等 デ ー タベ ー ス

の 統- 的 な 仕 様」、F‾行 政 情 報の 社 会 的 活 川 の た め の クリ アリ ン

グ （ 所 在 案 内 ） シ ステ ム の 統･ 的 な 仕 様」「 と も に ず 成8 年6  J J

18 囗 行 政帖 報 シ ス テ ム 各 竹 庁 辿 絡 会 議 幹 嘔 会 」’承 ）、「電 子 公 文

､I:=の 文 書 型 定 義 （ＤＴＤ ） の 統･ 的 な 仕 様 」（ヽ|゙成10 年3 月3 川

各 省 庁 小 務 連 絡 会､涙了 承 ） な ど が 定 め ら れ て き て い る 。 そ の 内

容 は 国 民 へ の 帖 報提 供 の た め に 、 イ ン ター ネ ッ ト 、 特 に ウェ ブ

をiﾓ なｆ 段 に す る こ と を|りj確 に 想 定 し た もの で あ る

図1　試行運用が始まった「行政情報の総合案内」ページ
hllp://ｗｗｗ.clearing.admix.ｎｅ.jp/
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では、中 火竹庁に よる イン ター ネット 利川の実 状は、 この計

画の構想に対して どのレベ ルに まで 来てい るだろ うか。

自=､l｝の 要約 版、組織|胤 報道 発衣資 料程度の･|’llj報提 供か ら出

発した中ﾘご|･f庁のウェブ ペー ジだっ たが、 現在で は多くの 省庁

で、審議 会や 研究 会の議小 抄録 、新規 施策の説明 資料、 各種 の

報告書など、 政策形成過 程につい ての最新情 報もか なり提供 さ

れるようになっ てきた。 先行し た竹庁では 、ウェブ サー バーに

蓄積された情 報の 隘も増 えてお り、そろそ ろ目的の情 報にた ど

り着くのに困 難を 感じさせる状 況さえ生 じてきてい るI

そこで、厚 唯?i・郵政 省など 一部の 省で は、自 竹のサ ーバー

にあ る情 報を 対象とした 検索 サ ービ スを捉 供し始め ている。 ま　　］

た、|’|治竹の 地方分権関 係の帖 報など、他 竹庁の サーバ ーで提

供されている 関連情 報に もリン クを張 るな ど、 省庁 の壁をこ え

た帖=報提供 も　一部に見られる ようになってい る　これを 見る と、

「雌 本､汁11111」が掲 げる 行政情 報へ の総 合的な 所 在案内 シ ステ ム

が 徐々に始 まってい ることが わかる （（図1）。

だが、残 念なが らこ れらは まだ例外的な 部類で、 しばしば 縦

割 り行政の壁が 邪魔になっ て||的の情 報を 効率的 に探 し出す こ

とができない　 たとえば 、行政情 報化のた めの総 合調整を批 肖

してい る総務庁の ウェブペ ージにおい てさ え、同 じ庁 内の 別の

局の提 供する 関連情 報に 簡ql.には たどり着け なかっ たりするの

が 実状 であ る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 。

また、政 策形成過程の情 報は、 多少流れる よう になっ て きた

とい う段 陪であっ て。 まだまだ 不| 一分である　 ワ ードプ ロセ ッ

サーで版ドを作 り、簡易印 刷・ 製本によっ て関係 者に配布さ れ

る 資料、い わゆる 「灰色 文献」の うち、ウェブ に掲 載さ れる も

の は、まだ まだご く　 部ーにとど まっ ている､｡　　　　　　　　　　　 、I

許認可の|||､ilりや 各種 のJll;川 など の電了一化は 、「 基本 計両」で

も 屯視さ れている 点で はあ り、［電 ｆ化 に対 応し た申請 ・Jll;出

等f 続 の見II’l:し指 針］「平 成8年9 川２凵行政帖 報シ ステム 各省庁

連 絡会議 」’承、ヽF成9年7J」18凵改定 ）に 基づ いた検 討が進め ら

図2　 電 子化 に対 応 した申 請 ・届 出 等の改 善 事例 集 （概 要）

hltp://ｗｗｗ.somucho･9 ０･jp/gyoukan/kanri/sinsei02.htm
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れてい る｡ しかし 、今の ところ ごく　･部で オフ ラ インによる電

ｆ 化( 磁 気媒 体 に よ る提 出) が 実 現 さ れ 始 め た段 階 で あ る

([212) 関係 する 複数のjlllけ 出を、 ネットワ ー クllで 一度 に行

うこ とは、通関業 務関係な ど、ごく　一部の 先行実験 的な 領域 に

限ら れてい る。 ネットワ ークllでの 本人認証や|` I叶 眇)改 ざん防

111などの問題を解 決するこ とが肖 面の課題と され、 多くの 行政

窓 川がオンラ イン化するのは 、その 課題の解 決を待ってか らと

いう 運びのようである

本 人か どうかの 確認 に関して は、1998 年3J｣ に法 案が閥 議決

、　 定 された住民基本台帳 コード【住民票に 圸づ く仏|人､識別コー 】刈

プ　 が 実現すれば、 行政サ ービ スに関して は･ 定の オンラ イン化か

進 むll｣'能性がある｡、しかし 一万では、 佃 人情 報の･ 兀的 な竹理

にっ ながるので はないかとい う反 発感情 もあ り、他 方で は、プ

ラ イバシーの保 護を厳密にす るため のガードが 固す ぎて ／ 火現

して も使いにくい のではない かとの 指摘 もある｡､ 社 会のtl'j1報化

]　 が進 艇して きた とい う環境 のもとで、 電r･的 なf 段 に よる利便

と、 それに伴うリ スクや抵抗 感との バラ ンスにつ いて、JIQ通｣'

解を どの ように作ってい くのかが問 われる問 題である

情報公開法と文 書管理ル ールの統合 が課題

囗本の中 火官庁 の問題点 である 「縦割り」 の弊害は 、llにも

指摘 したように|` lll報化におい て も当ては まる｡ 文占 竹JI印 ）ルー

ルは省庁ご とに定 めら れ、 横の調 整は行 われていない　ll･|レベ

ルには､l`11訝ll公開 制度が 存在せず、 どのような帖 報を 公開するか

につい ても 各省庁が佃 別に判断し ている、

。　　　こ れらの問 題点 の 克服につ いては 、ア メリ カ連･邦政 府の収り

;:　　組 みが参 考になる。

米国の中 火省庁 の帖 報竹 理のシ ステムでは 、行政竹J111M?:庁

とい う統制官庁 に強い 袙|覗か ’jえ られている　 たと えば、 夊､l;:

袰務削減法(1981 年制定、95 年改IIﾐ）にJ,いjい て、 各竹庁が求

め る帖 報処理負11日 川出､I::類などの 作成の ために 企裴や佃人に

l.　　かか る負担）につい て介定する楴 限を同庁 は持 つ｡、

ウェブ による情 報公開について も、帖 報自山 法 ぐ|`llj濔 公開法）

が 定める統 一ルールの もとに 行わ れて いる （図3 、図4 ） 各省

庁 は同法が［閲 覧に供すべ き情 報］ と定める ものについ ては常

時 巾民 がア クセ スできる ようにし なければ ならない　 この 条項

自 体は以 前から 存在し、物 理的にIlf民が閲 覧で きる ような拮郛I:

万　　を と９ て きてい たが 、 】996年の 同法 改IIﾓ（「電了 情 報自山 法」

l･ ･ 
図３　 ア メ リ カ に お け る 行 政 情 報 の 所 在 案 内 窓 口
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と呼ばれ た）に伴っ て、そ れ以後作 成さ れる ［閲覧 に供すべ き　　：

帖 眠］は 全て電f 一的 に も提惧 しなけ ればなら なくなっ た　 この

条項が 発効した1997 年 凵jj以 降は 、米連 川政府 各竹庁の ウェブ

ペ ー ジはtl叩 汀|山 法の義 務 を米た すた めのf 段 とな９ てお り、

その結.I恥としてどの 省庁の ウェブペ ージで も、最低 限［閲 覧に

供すべ き情 報］ は必ず提 供さ れる ように なっ ている｡　　　　　　 ＝

||本におい てはtllj眠公開 法案が ようや く国 会に提 出さ れたと

ころである （（図5） コ ンピュー ターや ネットワ ークがいか に整

備さ れ、til°眠化の 計11111がい かに周到 に 整備されて も、そ れだけ

では 形だけの こ とに過 ぎない バ『lljけ|扣』公|川とい う原1111の もと、　 ＝

政策tl’HI=1をII･|民 と共有しな がら 意思決定 をしてい くルー ルを実　　フ

現してい くことが求め られている のであ る。

（廣瀬 皃1吸・法政 人学 教授）

参 考 文 献 ：　|イ ン タ ー ネッ ト が 変 え る|ll満!,11

(廣 瀬 皃I沒・ 占 瀬 幸 広 ………?ji･iJ曳,I::J,ill:l)...‘,1996)

｢特 集 イ ン ター ネ ッ ト｣

に 都IljJ｣ 題丿凵 齠 頼克1吸 他 束 京Ili政,凋 介 会

1998.3)

図4 「 電 子 情 報 公 開 法 」の 成 立 を 解 説 す る 米 司 法 省 の ペ ー ジ
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